
芝浦工業大学校友会北海道支部規約

第１条（名　称）　

第２条（所　在） 本支部は事務局を札幌市内に置く。

第３条（目　的）   

第４条（事　業） 本支部は目的達成のため下記事業を行う。
１． 本部及び支部相互の連絡・交流
２． 会報、会員名簿の発行
３． 会員相互の交流・親睦

４． 支部大会の開催

５． その他目的達成するに必要な事業

第５条（会　員）　　

第６条（役　員）　　 本支部に下記の役員を置く。
１． 支部長　 １名

２． 副支部長　 ４名
３． 幹事長　 １名
４． 会計 １名

５． 事務局長 １名
６． 常任幹事 若干名

（地域分会長及び部会長）
７． 幹事　 若干名

８． 監査役　 ２名

第７条（役員の選任）　

第８条（役員の任期）　

第９条（役員の任務）　
１． 支部長は、支部を代表し会務を統括する。

２．

３．

本会は芝浦工業大学校友会北海道支部（以下支部という）と称する。但し、必
要に応じ地域分会を設置することができる。

本支部は芝浦工業大学校友会会則並びに支部設置規定に基づき、支部会
員の交流・親睦を図り、本部の活動に協力し芝浦工業大学の発展に寄与する
ことをもって目的とする。

本支部会員は芝浦工業大学校友会会則に規定する会員で、北海道に居住す
るものをもって組織する。

支部長、副支部長、監査役は幹事会において、その都度定められた方法によ
り互選する。幹事長、会計、事務局長は支部長が指名する。常任幹事、委員
長については、三役会において選任する。

役員の任期は２年とし、再選はさまたげない
。

副支部長は各委員会を担当し、事業の円滑な運営を図り、支部長を補佐し、
支部長事故あるときはその職務を代行する。

幹事長は三役会、常任幹事会、幹事会の会議の運営を統括する。オブザー
バー出席は、幹事長の許可を得るものとする。



４． 事務局長は事務局の管理を行う。

５． 幹事は会務を執行する。

第１０条（顧問相談役）　

第１１条（役員会構成）（審議及び決議）

１．

２．

３．

第１２条（委員会）　　 本支部は目的達成に必要な執行機関として、下記の委員会を置く。

１． 総務委員会　

イ．事業計画、事業報告の作成・報告

　　　　　　　 ロ．会則・規約の運用及び資料の作成
　　　　　　　　 ハ．会議の運営及び資料の作成

　　　　　　　　

２． 財務委員会　

イ．予算書・決算書の作成・報告

　　　　　　　　 ロ．会費の徴収及び資料の作成

３． 会員委員会　

イ．会員相互の交流及び親睦を図る
　　　　　　　　 ロ．本部及び各支部との連絡・交流を図る

ハ．各分会との連絡・交流及び分会設立のための調査・研究
　　　　　　　　

４． 編集委員会

イ．会報の作成

ロ．会員名簿の作成及び運用

第１３条（実行委員会）　　　本支部は特別事業推進のため実行委員会を置くことができる。

第１４条（総　会）　　　

第１５条（経　理）　　　

幹事長は三役会、常任幹事会、幹事会の会議の運営を統括する。オブザー
バー出席は、幹事長の許可を得るものとする。

本支部に顧問相談役を置くことができる。顧問相談役は本支部のため、特別
の功労のあるものの中から支部長が幹事会の承認を得て委嘱する。

三役会は支部長、副支部長、幹事長をもって構成し、事業（審議及決議）の推
進状況全般を掌握する。　　

常任幹事会は支部長、副支部長、幹事長、常任幹事をもって構成し支部幹事
の選出、その他の重要事項並びに運営上必要な企画立案事項を審議する。

幹事会は支部長、副支部長、幹事長、会計、事務局長、常任幹事、幹事を持
って構成し本会規約に規定する重要事項並びに本支部運営上必要な事項を
審議し決議する。

総会においては幹事会決議について会員に報告し承認を得るものとする。そ
の他、会員の動静、支部運営の状況、大学並びに本部及び各支部の動向等
の報告、会員相互の交流を図る。

本支部の経理は会計が担当しその都度、会費及び寄付金並びにその他の収
入をもってあてる。



第１６条（監　査）　　　

第１７条（会　費）　　　

１． 本支部の会費については別に定める

２．

第１８条（会計年度）　　　　本支部の会計年度は４月１日に始まり、翌年３月３１日までとする。

付　則

本支部規約は昭和４１年８月１日より施行する。

１． 昭和５１年１２月１日一部改正

１． 昭和５３年１２月１日一部改正

１． 昭和５８年１２月２日一部改正

１．平成２０年５月１７日一部改正

会　費　規　定

第１条

第２条　　 会費を改定する場合は、幹事会で決議し総会の承認を得るものとする。

平成２０年５月総会にて承認

地域分会設置規定

第２条　 地域分会の中に部会を置くことができる。

第１条（資　格）　 支部幹事であること。

第２条（決　定）　 予め支部幹事の決によること。

第３条（登録料）　 登録料は支部費用とする。

本支部の監査役は毎会計年度の決算を監査し、その結果を幹事会に提出す
るとともに総会において、その報告をする。

本支部の会費を滞納しているものは、その間会員としての権利を停止するこ
とがある。

本支部の会費は年額  3,000円とする。

第1条　 地域分会を置く時には、役員並びに地域分会会員名簿を本支部に提出し、支
部幹事会の承認を得るものとする。

本部及び北海道支部との連絡並びに  
  交流のための費用規定



第４条（旅　費）　 旅費は１名分を限りとし支部費用とする。

昭和５８年　４月２２日支部幹事会決議

慶　弔　規　定

第１条　　

但し、対象となる会員は前年または当年中に会費を納入している会員とする。

第２条　　 会員が死亡したとき、弔慰金を送る。但し対象となるのは一年以内に限る。

弔慰金　　金五千円

第３条　　

第４条　　 前１．２．３条以外に必要と認める慶弔についてはその都度三役会を開き協議する。　　

平成４年度総会にて決議

本支部は会員の慶弔に際してこの規定の定めるところに従い慶弔に対処す
る。

弔慰金の金額の変更については年度始めの幹事会に置いて決めることとす
る。
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